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自ら考え、主体的に判断 し、行動す る能力を

身に付けさせる特別活動のあり方

1主 題設定 の理 由

平成5年 度 か ら新 しい基準 に基 づいた教育課程 が全面実 施 され る。 その特別活動 の 目標 に

は 「望 ましい集 団活動 を通 して,心 身の調和 の とれた発達 と個性の伸長 を図 り,集 団の一員

と してよ りよい生活 を築 こうとす る自主的,実 践 的な態度 を育て ると ともに,人 間 としての

生 き方 にっ いての 自覚 を深め,自 己を生かす能力 を養 う 」とあ る。今や国際化 情報化 高

齢化 価値観 の多様化 な どs現 代 社会 の変化 は 目ま ぐるし く,そ れ に対応 しうる生徒 の育成

に教 育の 目標 が置か れて きてい_,.i。また,学 校週5日 制が導入 され ることによって ます ます

自主的 な生 活態度 の育成 が必要 とされ,学 校 教育 におけ る特 別活動 の果 たす役割 も大 きい。

しか し現実 には,学 歴偏 重の風 潮の中,知 識 重視 の画一 的な学校教育 の もとで,個 性 が生

かされず,集 団の一 員 としての所属感 は育 ちに くい とい う指摘 が ある。人間関係 も希薄 にな

りs自 分 の意 見を持 たず に周囲 に流 されて しまう生徒 も少な くない。 また,高 度経済成長 に

よ り物 の豊か さや便利 さを得 た代 わ りに,心 のゆ とりや潤 いを失 うなど多 くの課題 に直 面す

るよ うにな った。 ここに,教 育の重要性 を切実 に感 じるのであ る。

本年度 の研究 では,学 級活動及 び学校行事 を通 して,集 団の一 員 と しての 自主的,実 践的

な態度 を養 うことを 目標 とし,研 究主題 を 『自ら考え,主 体 的 に判断 し,行 動す る能力 を身

に付 け させ る特別活動 のあ り方 』とし,学 級活動 と学校行事 の研 究実 践か ら主題 に迫 った。

第1分 科会 では,生 徒 が 自ら考 え,主 体的 に判断 し,責 任 を持 って行動す る能力であ る と

考え られ る 自己指導能力 に注 目した。 そ してその能 力を,話 し合い活動 を中心 と した学 級活

動 にお いて高め ようと,副 主題 を 「自主的,実 践的活動 を通 して,生 徒 の 自己指導能刀 を養

う学級 活動 」と した。

第2分 科 会 では,副 圭題 を 「学校行事(旅 行 ・集団宿泊的行事)を 通 して,生 徒一 入一人

が 主 体 的 に 判 断 し,行 動 す る能力 を養 う指導の工夫 」と した。体験的 な学 習の場 であ る学

校行事 か ら旅行 ・集団宿泊的行 事 に注 目し,そ の実行委員会 のあ り方 に工夫 を加え ることで,

自ら考 え,主 体的 に判断 し,行 動す る能力 を身 に付け させ よ うと考 えた。
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皿 第1分 科会 「自主的、 実践的 活動差連 じて、 生 徒の 自巳指導能 力を養 う学 級活動 」

～ 話 し合い活 動 を中心に～

1副 主題設定の理 由

学級 活動 はr学 級 を単位 として,生 徒 が学 級内 に起 こる様 々な生活上 の問題 を適切 に解決

しなが ら,共 に楽 し く豊 かな共同生活 を築 くため に,自 主的,実 践的 に行 う活動であ る。 そ

うした活動 の中で,集 団の成 買 としての望 ましい資質や能力 ・態度 を育 て,当 面す る諸課 題 の

解決 を通 して,生 徒一 人一 入が意欲的 な生活 を送 れ るよ うに し,学 級集 団の質的向上 を図れ

るよ うにす るのであ る。

しか し,現 実 の学級集 団では,当 面す る諸課題 を生徒が1一体的 に受け とめ るζとが少 な く,

自分 の意 見を持 たず に周囲に流 された り,人 間的 なかかわ りあいを避 けた り,ま たは 自分 の

考え を うま く言葉 で表現 で きない ものが多 くな ってい る。 その ため,生 徒 同士 が 自主的 に話

し合 い,諸 課題 の解決 に向けた学 級集団 としての取 り組 みが成立 しに くい状況 にな ってい る。

第1分 科会 では 「自己指導 能力を,生 徒 が 自ら考え主体的 に判断 し,責 任 を持 って行動 す

る能力 」であ ると考 えた。学級 集団成 員一 人一 人が,自 己指導能力 を高 める ことがで きれば,

学 級集団 と して の質的向上 を図 ることがで きる。 そのため に本分科会 では,自 己指導能力 を

高 め る一 つの方法 として 「話 し合い活動 」を中心 とした種 々の指導 を試 るこ とに した。

生徒 はf話 し合 い活動 を通 して,自 分 の考 え を持 ち表現す ることや,他 の人の考え を受け

入れ ることを学 ぶ ことが で きる。 そ うした中で,自 己指導 能力が養われ,当 面 す る諸課題 の

解決へ 向か う態度や,集 団生活 を充実 ・向上 させ てい く能力の向上が図 られる と考え,本 副

主題 を設定 した。

2研 究仮説の設定

生徒の自己指導能力を,話 し合い活動を通 して高め させてい くためには,学 級集団の中でf

生徒一人一 人を,話 し合い活動に意欲的に取 り組ませる必要がある。そこで本分科会では,

「話 し合い活動の指導の工夫を図 り,生 徒が意欲的に話し合い活動に参加 し,話 し合い活動

を活発化 ・充実化 させることを通 して自己指導能力が養われる 」という研究仮説を立てた。

具体的な研究方法 として,学 級での話し合い活動に関する教師及び生徒の意識調査をもと

に,話 し合い活動の方法の工夫,話 し合い活動 における事前指導(学 級活動委員会による生

徒の自主的,実 践的活動の工夫),生 徒が選んだ活動テーマで話し合い活動を行 う授業研究

話 し合い活動の事後指導を通 して,本 副主題に迫 ることとした。
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3研 究の内容

(1)研 究構想図

研 究 主 是頁

自ら考え、主体的 に判断 し、行動す る能力を身 にっ けさせ る特別活動 の

あ り方

1
EJ主 是頁

自主的、実践的な活動を通 して生徒の自己指導能力を養う学級活動
～話 し合い活動を中心に～

}

学 級 で の 話 し合 い 活 動 の 現 状

○生徒主体の計画的な話し合いができていない

O学 級の諸課題にっいて積極的に考えようとしない

O自 らの意見を表現できない生徒が多い

○話し合いはするが、学校生活に生かされない

○生徒と教師の間に話し合いに対する意識のずれがある

}

話 し 合 い 活 動 の 工 夫

O学 級活動委員会による自主的な運営

O意 見の表現方法の工夫

O題 材に応じた討論形態の工夫

O話 し合いの結果の理解と評価

1

授 業 研 究

1

研 究 の ま と め と 今 後 の 課 題
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② 学級 での話 し合い活 動に関す る教師及び生 徒の意識調査

ア 調査 のね らい ・時期 ・方法

学級 での話 し合い活動 の実態 と問題点 を探 るため平成4年7月 に質問紙 調査 を実施 し

た。

イ 調査の対 象

教 師 都 公立 中単校15校(研 究員所属校)の150名

生徒 都 公立 中学 校7校(研 究員所属校)の704名

内訳 第1学 年243名

第2学 年249名

第3学 年212名

ウ 調査 の内容 及び結果

〈教師対 象〉

問1あ な たの学級 では,意 図的 な話 し合いを月に何回 していますか。

①1回 未満………13.4%②1回55.7%

③2回 以上………30.9%

※9割 近い学級 でf月 に1回 は話 し合い をしてい る。

問2あ なたの学級 の生徒 は,話 し合 いの時 に良 く発言 を しますか。

① はい41.8%② いいえ58.2%

※ 半 数以 上の学級で,発 言が少 ない と感 じている。

問3あ なたの学級 で,話 しAr-,いの議題 を出 すのは誰 ですか。

① 教師37.1%② 学 級委員37.7%

② 班長会9,6%④ 決 まってい ない……15.6%

※4割 近 い学級 で,教 師 の提 案で話 し合い を行 って いる。

〈生徒対 象〉

問1あ なたの学級 では,話 し合いを月 に何回位 して いますか。

①1回 未満 ………41.3%②1回 位43.0%

③2回 以上 ………15.7%

※4割 の学級 では,月 に1回 も話 し合 いを していない と感 じて いる。
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問2あ なたは,話 し合 いの時,そ の問題 について 自分 で考えよ うと しますか。

① はい76.9%② いいえ23・1%

※8割 近い生徒 は,自 分 で考え ようと してい る。

問3あ なたは,話 し合 いの時s也 の人 の意見や説 明が分か らない場 合 に,き ちん と質問

を しますか。

① はい21.5%② いいえ78.5%

※ 積極的 に質問 をする生徒 は少 ない。

問4あ なたは,話 し合いの時 に良 く発言 を しますか。

① 良 くする………7.5%

③ しない56.1%

※ 積極的 な発言 は少 ない。

② 時 々す る36.4%

問5あ なたの学級 では,生 活上 の諸問題 につ いての話 し合い を した後 の様子 はど う変 わ

りま したか。

① 話 し合 う前 よ り大 きな進歩が見 られた7.2%

② 話 し合 う前 よ りは少 し良 くな った65.8%

③ 話 し合 う前 と変 わ らない27.0%

※ 話 し合いは したが,そ の後 の生 活に生 か され ない と感 じて いる生徒が,3割 近 くいる。

工 考 察

① 月 に1回 も話 し合いをしていない学級があったり,話 し合いをしていても教師主導に

な りがちである等,生 徒主体の計画的な話 し合いができていない。

② 話 し合いの議題について生徒は考えようとしているが,発 言や疑問点 に対しての質問

も少ない等消極的である。

③ 話 し合いの議題について考えてはいるが発言が少ないのは.意 見をまとめられなか っ

たり,表 現できない生徒が多いためと考えられる。

④ 話 し合いの結果を,自 らの問題 としてとらえられない生徒 もいる。

⑤ 生徒 と教師の問に話 し合いに対する意識のずれがある。
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(3)話 し合い活動を通 して自已指導能力を養 う観 点

漠然 と話 し合い活動を指導 しても,自 己指導能力を養 うことはできない。そこでsわ れわ

れは,以 下に示す自己指導能力を養 う観点を考えた。題材に応 じて,こ れらの観点からい く

つかを重点的に取 り上げて,年 間を通 して計画的。継続的に指導 していくことが必要である。

ア 基本的な観点

① 自ら考える力 ② 主体的に判断する力 ③ 主体的に行動する力

④ 表現す る力 ⑤ 行動を評価する力

イ 話し合い活動における観点

事 前 学級活動の時間 事 後

1

一
・学級活動委員会 を中心 ・活動 テーマ に応 じた討論形 ・自己評価をす る。

に 自主的 に運 営す る。 態 で 自主的 に話 し合 う。 ・他 者 によ る評価や相

生 ・活動 テーマの収集 と選 ・他 人の意見 を聞 く。 互 評価 を行 う。

徒 択 を行 う。 ・自分 の考 えを まとめ る。 ・話 し合い内容の結果

の ・話 し合いの ルールを共 ・自分の考え を表 現す る。 を理解す る。

活 通 理解す る。 。採決方法 を工夫 す る。 ・課題を達成する努力

動 ・討論 形態 を考 える。 をす る。

・自分の問題 と して考え

る 。

・活動への 見通 しを持 た 。全 員が話 し合い に参加で き ・意欲 関心を持たせ

指 せ る 。 る場 を確保 す る。 る評価 をす る。
}

導 ・指導計画 に基 づいて, ・話し合いの焦点を明確にす ・課題意識 を持 たせ る。

● 題材を選択する。 る 。 ・課題を自主的に達成

援 ・題材への興衆 関心を ・自己決定の場 を設定す る。 で きるように援助す

助 持 たせ,理 解 を深 め る。1・話 し合いの内容 を深め させ る 。

の ・学級活動委員会を指導 る 。 ・必要 な生徒 に対 して

留 援助 す る。 ・話 し合 いの軌道修正 をす る。 個別相談を行 う。

意 ・表 現方法 の指導 を工夫す る。

点 ・望 ま しい人間関係 に配慮 す

る 。
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(4)話 し合い活動を通 して 自已指導能力を養 う指導の 実践例(第1学 年、10月 実施)

ア 題材名 「学級生活 を見直そ う 」

イ 題 材設定の理 由

生徒 に とって学級 は,学 校生活 の基盤 であ り生徒 が学級 内で起 こる様 々な生活上の問題

を適切 に解決 しなが ら,共 に楽 し く豊か な共 同生活 を築 くため に。 自主的,実 践 的 な活動

を行 う場で ある。 入学 して半年 が過 ぎクラスの仲 間の よい点,悪 い点 を互 いに理解 しは じ

め た反面,ク ラスの人間 関係 のい ざこざが でた り,わ が ままで身勝手 な行動 をす る生徒が

いた り,無 気力 で周囲 に流 され る生徒 もみ られは じめた。学 級生活 を見直す ための話 し合

い活動 を通 して諸課題 について主 体的 に判断 し,行 動 してい く能力 を育てるため に本題材

を設定 した。

ウ 指導 のね らい

① 生徒一 人一 人が 自分の問題 と して話 し合い活動 に意欲 的 に参加す る態度 を育 てる。

② 話 し合いの ルール を理解 させ 自分の意見 を表現 する能力 を育て る。

③ 学級 の諸課題 を 自分た ちで解決 しよ うとす る態度 を育て る。

工 指導の過 程

① 事前 の指導 と生徒 の活動

・学 級活動委員会 を開 き,活 動 テーマと活動の進 め方 を検討 す る。

(放 課後 の学級活動委 員会)

・学級活動委 員会が活動 テーマ と活動の進 め方 を クラスに報告 し,決 定す る。(朝 の会)

・「自分の クラスはよい クラスか ・悪 い クラスか 」をデ ィベ ー ト法 により話 し合い、 最

後 に 自分の意見 をまとめて書 く。(1時 間)

・学級活動委員会が,各 自の意 見を学級新 聞に まとめ る。(放 課 後の学 級活動委員会)

・学級新聞 を読み,「 自分 の クラスが よい クラスにな るには,こ れか らどん な ことに注

意す ればよいか 」一 人一 人が考 え,た ん ざ くに書 く。(帰 りの会)

・たん ざ くを まとめ,同 じ内容 ごとに分類 す る話 し合い を行 う。(裁 量1時 間)

・司会 に見通 しを立 てさせ る。(放 課後 の学級 活動委 員会)

② 本時 の活動 テーマ 「クラスの約束 を決め よう 」

③ 本 時のね らい

・人の意見 をよ く聞 き,自 分の意見 をまとめ る能力 を育 てる。

・生徒 一入一 人 を参 加 させ るため に小 集団 による話 し合 いを 自主的 に行 わせ る。
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④ 本時の活動

活

動

の

開

始

活

動

の

展

開

ま

と

め

活 動 の 内 容

・学級 活動委 員会 が本 時の活動 テー マ

を板 書す る。

・司会が今までの経過 と本時の活動の

予定を発表する。

・たん ざ くの4つ の分類 を確かめ,分

類 が これでよいか確認 す る。

・たん ざ くの内容 ごとにグループを作

る。

・グループごとに意見 をまとめ る。

・グル ープごとにまとめた もの を画用

紙に書いて発表 し,黒 板 に掲示す る。

・全体で意見 を聞 き,確 認 しクラスの

約束 を決定す る。

・決 まった ことをうけて,ク ラスの た

め に自分は具 体的 に何が で きるか決

意を画用紙 に書 く。

指 導 援 助 の 留 意 点

・学級活動委 員会 に
,事 前 に生徒一 人一 人

が書 いたたん ざ くを,4っ に分類 して黒

板 に張 らせ てお く。

4つ の分類

ケ ジメ

うるさい人 を注意す る

自分勝手

人の ことを考え る

・話 し合いのル ールを確認 させ る。

1.発 言者 の意見 をよ く聞 く

2.自 分の意見 を言 う

・確認 す るための時間 を十分 にと らせ る。

・各 グループが話 し合 いに適切 な形態 であ

るか確認す る。

・全員が話 し合 いに参加 できているか確認

す る。

・意見 をまとめ発言 できるよ うに促 す。

・内容が できるだけ具体的 なことになるよ

うに助言す る。

・発言者の意 見を十分聞 くよ う指導す る。

・話 し合 いを評価 し,次 に 自分 の決意 を具

体的 な行動 に結 びつけ られ るよ うに意識

させ る。
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⑤ 事後の指導 と生徒の活動

・学級活動委員会が話 し合い活動で,決 ったことを模造紙に書 き掲示する。

(放 課後の学級活動委員会)

4っ の約束

授業 と休 み時 間の気 持 ちの切 りかえ をす る。

うるさい人を注 意す る。 注意す るとき近 くの人が注意す る。

お互 いが相手 に対 して思 いや りを もち,人 を傷つけ るよ うなことは しない。

行事の とき一 人で勝手 な行動 をとらな いで お互 い に協力 しあ う。

。一人一 人の決意 を書いた画用紙 を模造紙 に張 り,班 新 聞を作 る。(裁 量1時 間)

オ 評価の観点

① 話 し合 い活動 に意欲 的 に参加す ることがで きたか。

② 自分の考え をもちrま とめ る ことがで きたか。

③ 話 し合 いの ルールを守 り,自 分の意見 を表現す ることがで きたか。

ヵ 授業後の生徒の感想 と変容

く生徒の感想 〉

・みん なが一生懸命 に話 し合 いに参加すれば,ま とまった意見が 出るん だなと思 った。

・話 し合 いの 中で初め に比べて意見が とて も多 く出てよか った。

・自分 では意見 は出せ なか ったけど,他 の人か らよい意見が出 てよか ったと思 う。

・今 まで時間 をかけて話 し合 いを しただけあ って,最 後 にいい決 ま りが で きたと思 う。4

つ に分か れて話 し合 いを したと きが一番参加 で きた。

・小学校生活か ら考 えて もこ うい う話 し合 いは したことが なか ったの で,最 初 の うちは何

を言 ったらいいのか分か らなか った感 じ。最初 にや った ときは反論 で きなか った。 で も

だん だん意 見が 出せ て きたの でよか ったと思 う。

・最 初 は 「何 なんだろ う?」 と不思議 に思 いま したが,今 こ うや って4つ の約束が 出来上

が るとその意味が よ く分か るよ うな気が します。一人一 人が クラスの こ とに関 して,す

ご くよ く知 っていて,そ れで この4つ の約束が で きたん だと思 います。今 までの話 し合

いは有意義 に進め られ たと思 います。

・い ろいろな悪 いところが出て きて,自 分 でで きて いないと思 うことが い くつかあ ったの

で,4つ の決 ま りは しっか り守れ る ように したい。

・せ っか くみん なで話 し合 ったの だか ら出た意見 を守 りたい と思 った。
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〈生徒 の変容 〉

初 めに行 った デ ィベー ト法 によ る「自分の クラスはよい ク ラスか ・悪 い クラスか 」話 し

合 った ときは,3人 の生徒 が よ く発言す るだけで,他 の牛徒 は意 見 を聞 き拍 手す るだけで

あ った。 なか には机 に うず くま り話 し合 いに参 加 しよ うとしない生徒 もいた。 しか し.こ

の題材 を通 して積極的 に 自分の考えを もとうとす る生徒 が増え た。 たとえば,席 の近 い2

人が,は じめ は同 じよ うな意 見であ ったが,自 分で考え決意す るよ うにな った。

事 前

これからどんなことに注意すればよいか

生徒al悪 いと ころを直 していい ところを

もっと伸 す。

生徒bl悪 い ところ をで きるだけ直す。

自分勝手な行動 を しない。

事 後

クラスのため にで きる自分の決意

生徒al授 業 と休み時 間の気持 ちの切 り

→ 替 えをする。

生徒b=合 唱 コンクール に向 けて 自分勝

手 な行動 は しないでみん なで協 力

す る。

生徒elお 互 いが思いや りを もち,人 の

→ ことを考え傷つけ ることな どを し

ない。

生徒d:授 業 中 もっと静 かにす る。

また,他 の生徒 に依存 した意 見しか もって なか ったがf主 体的 に行動1よ うとす る決意

をもつ生徒 もみ られ るようにな った。

事 前

これか らどんなことに注意すればよいか

生徒eう る さ くしな いで ほ しい。 さわが

ないでほ しい。

生徒f:授 業 中 と休み時間の け じめをつ け

てほ しい。

生徒g授 業 を静か にうけ られ るには どう

すれば よいか考 える。

生徒hだ れかが うるさ くな った ときは,

近 くの人が注意すれば いい。

→

事 後

クラスの ためにで きる自分の決意

生徒el近 くにい る人 を注意す る。

生徒fい つ もうるさ くしてみ んなに迷

惑を掛けてい るか ら静か にする。

生徒g;自 分 だけ静か に して も意味が な

いの で,う るさい人 を注 意す る。

生徒h=授 業 中に時 々 プロ野球 の話を し

て しま うのでけ じめ をつ けてその

話は休み時間 にする。
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生徒il授 業 中とて もうるさいの で,だ れ

かが注意 を呼 びか けれ ば私語 もな く

なって いい クラスになる と思 う。

→

生徒il自 分が よ く話 すので話すの をな

くすよ うにす る。 あと,自 分勝手

に して しまうところが あるのでみ

んなで協力 して行 きたい と思 い ま

す。

事後の活動 で 自分の決意 を明 らかにす る班新 聞を作成 したが,タ イ トルに 「きま りをや

ぶ るな新聞 」「ちやん とや ろ うぜ新 聞 」とつけ る班 もあ り,自 分の決意 を改 めて確認 し自

覚 させ決 まりを守 ろ うとす る意識 を高め させ ることがで きた。 また,今 まで発言 をす るこ

とが苦手 で友達 も少 ない生徒 も班の中で意見 を言 い,他 の生徒 に認 め られ賞賛 され る場 面

もあ り,以 前よ り活 発な意見のや り取 りがみ られ た。

〈事後の活動 による班新聞〉
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迫 くにいる

人を注竜可る
授 更u紐 目糊

航 刑 力'建(,巧ソ

ヰふ

鞍
脇 輯nこ 跡

捌Sriで 人べ し

も青乳マκ碕 窮

6
至庄

の ㍉ んとヤ ヲ
慶業髄,L静 が
ヒ穐

魚梼狗
切 りず縄 レ℃

織1謝 プろ

お互、ガ 疋hや 」疋

…茅羅錨塾
し毎い 、

材 訂E笥間 かs;nr:s'

勉 強 の 用乏i・α

菰

・分唱 ユンワ孔k

む嘔 し・かり網
い}}L.#丁 棉 力し
声t』言.

・弔 仏 繍 れ 割

4研 究のま とめ と今後の課題

本研 究 では,生 徒 自らが考 え,主 体的 に判断 し,責 任 をもって行動 する能 力であ る自己指

導能力 の育成 が学級集団 の質的 向上 に不可欠 であ る●ととらえ,こ の 自己指導能力 を 「話 し合

い活動 」の中で高めて い くことはで きないか とい う視点で種 々の工夫 を試み た もの であ る。

われ われが生徒 に身に付 け させたい この 自己指導能力 について は,話 し合 い活動 を活発にす

る指導の工夫 により,生 徒 一人一 入が 自分の考え を もち,表 現 す ることや,他 の人の考えを

受け入れ ることを学 ぶ ことにより,養 って い くことが できる ことが分か った。
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ω 研 究のま とめ

われわれが考え た 「自己指導能力 を養 う観点 」の うち,そ の 日の授業 で特 に重点 を置 くも

のを明 らか に し,そ の実現 のため の工夫 を しなが ら指導 を進 めてい くことが,生 徒 の変容 に

つなが った。

①事 前 に学級 活動委員会 を中心 に活動 させ る ことによ り,話 し合 い活動 への興味 ・関心 の喚

起 とな った。

② 話 し合い活動 のなかで,自 己決定 の場 を多 く設定 す ることにより,い ろい ろな場面 で 自分

の意見 をもとうとす る姿勢 がみ られ るよ うにな った。

③ 自分の意見の表現の仕方 も,発 言 させ る,紙 に書 かせ る,小 グル ープで意見 をまとめ させ

る,な どを適宜盛込む ことで,表 現す る力の向上 が図 られた。

④ 自分の意見が発表 で きると満足感が得 られるのかf他 の生徒 の意見 にも耳 を傾け る姿勢が

み られ るよ うになった。

⑤ 話 し合い活動 の結果,明 らか にな った課題 を 自主的 に達成 す る意欲 を もつよ うになった。

このよ うな生徒 の変容 は,と もすれば 話 し合いに関心が薄 い最 近の生徒 が,積 極的 に話 し

合い活動 に取 り組む よ うにな った ことの 現れ であ り,さ らにわれわれが 目指 してい る自己指

導能力が話 し合 い活動の活発化 によ り,徐 々に養 われて きて い るとい うことを示 してい ると

考え られ る。

(2)今 後の課題

生徒 は,何 回 も話 し合い を重ねて い くなか で徐 々に変容 してい った。 われわれが 目指 した

自己指導 能力はす ぐに身 に付 くもので はな く,長 い時間 をか けた指導 の過程 を通 じて達成 さ

れ てい くものであ る。 そ こで特 に次の ことが今後 の課 題 と して挙 げ られ る。

①事前 指導～事 後指導 までか なりの時間 を必要 とす るので,き ちん とした 目標設定 と時 間確

保 の努 力が必要 であ る。 また,教 師が あ らか じめ年間指導計画 のなか に 自己指導能力を養

う観点 を意 図的 に盛込 む必要があ る。

② 自己 指導能 力は,い ろい ろな観 点で示 され るもの で,1回 の指導 ですべての能 力が養 われ

る ことは不可 能であ る。観点 の うち,い くつか に重点 を置 いて計画的 ・継続的 に指導 を繰

り返 す必要 があ ると考え る。

③ 自己 指導能 力は,話 し合い活動 だけで身 に付 くものではな く,教 育活動 のあ らゆ る場面 で

養 う努 力が必要 であ ると考え る。
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1第2分 科会 「学佼行事(旅 行 ・集団宿泪的行事)差 通 して、生徒一人ひとりが主体的に

判断 し、行動する能力を養 う指導の工夫 」

1副 主題設定の理由

特別活動は,集 団の中での自主的 ・実践的な活動による,体 験的な学習の場でもある。学

校や学級の生活を明るく豊かにすることができたり,生 涯の楽 しい思い出を作ることができ

たりするばかりでな く,学 校生活全般にわたって生徒の積極的な意欲を育てるたあに良い機

会 となる活動である。 しか し,活 動内容がマンネ リ化 したり,生 徒 自身の創意工夫を発揮 さ

せるような指導が十分行えないために,そ の効果が上が りに くいことも現実である。そこで

本分科会ではt生 徒の自発的な活動 を幅広 く取り入れられる学校行事のうち,旅 行 ・集団宿

泊的行事を取 り上げた。旅行 ・集団宿泊的行事 についての生徒の意識調査を実施し,そ の分

析から,① 「自分たちで必要なきまりを決め,そ のきまりを守る生徒 」 ② 「自らの役割を

責任をもって果たすとともに協力できる生徒 」を本研究の 『めざす生徒像 』と考えた。 そし

てどのような指導が効果的であるかを検討 した。とくに,生 徒の創意工夫を結集できる場で

あり,活 動することの充実感 も味わえる場である実行委員会の指導のあ り方を研究 した。

本分科会では,実 行委員会への指導の工夫によって,生 徒一人ひとりの活動意欲 を高める

ことができるのではないかと考え,本 副主題を設定 した。

2研 究仮説の設定

本分科会では,実 行委員会の指導に次のような工夫をすることにより実行委員会の活動が

より活発になり,充 実した学校行事が展開されると考えた。

・各行事ごとの評価をきちんと行い,次 の行事でのねらいを生徒 自身に明確にする。

・実行委員から学級の生徒への働 きかけを有効にするため,学 級に実行委員をサポー トする

機関を設ける。

・事前に精力的に活動した実行委員を,行 事当日も教師が忍耐強 く指導助言するとともに,

実行委員の自主的な活動の場 を設定する。

・事後に,活 動 したことを発表する場を設けることにより,当 該学年の行事のまとめにする

とともに,下 級生の次年度の活動の導入とする。

そこで,研 究員所属3校 での行事の指導に際 して,「A過 去の実践例を生かすこと,B実 行

委員をサ ポー トする機関を組織 ・指導すること,C実 行委員が行事当 日の評価を行 う機会を

つ くること,D実 施後に行事 についての発表会を開催すること 」を取 り入れ,本 研究を検証

することにした。
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3研 究の内容

(1)研 究構想図

一1

研 究 主 題 1
自ら考えs主 体的に判断 し行動する能力を身につけさせるS特 別活動のあり方

I

r一

副 主 題
一一

学校行事(旅 行 ・集団宿泊的行事)を 通 して,生 徒一人ひとりが主体的 に判断

し,行 動する能力を養 う指導の工夫
1

▼一 一 一

研 究 の ね ら い
一一

学校行事に生徒が主体的 に参加するために,申 心的存在である実行委員会の活

発な活動を通 して,各 学級の生徒一入ひとりの活動意欲を高め,自 主的,実 践的

な態度の育成をはかる。
1

r

研 究 内 容一

1

(1」 学 校行事(旅 行 ・集団宿泊的行事)の 「きまり 」と 「係活動 」に対す る生

徒 の意識調査

(2)「 め ざす生徒 像 」にむけて の,実 行委 員会 に対す る指導の工夫

(3}学 校 における実践 によ り,本 研究 の検証 を行 う。
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(2)学 校行 事(旅 行 ・集 団宿泊的 行事)の 『きま り 』と 『係活動 』に対す る生徒の意識調査

ア 調 査のね らい

① 学校 行事 を進 め る うえで,『 きま り 』に対 して生徒 は どの ような意識 を持 っているの

か を把握 す る。

② 班の係活動 に対す る生徒の意識 を把握 す る。

イ 調査の方法 ・対象

方法 質問紙法

対 象 都 公立 中学校8校(研 究員所属校)の2,3年 の生徒546名

ウ 意識調査 の内容 と結 果

① 学校行事 でのrき まり 』は必要 と思 いますか。 はい82%い いえ18%

② 学 校行事 での 『きまり 』を決 め るとき,生 徒 の考えを入れ ることは必要 と思 います か。

はい96%い いえ4%

③ 学校行事 での 『きま り 』が決 まった とき,自 分た ちの意見が多 く取 り入れ られた と思

いますか。 はい41%い いえ59%

④ 学校行事 でのrき まり 』を守 らなか った生徒 に対 して憤 りを感 じますか。

はい50%い いえ50%

⑤1人1役 の係活動は必要 だと思 いますか。 はい77%い いえ23%

⑥ 自分の係 を進 んで しよ うと思 いますか。 はい72%い いえ28%

⑦ 班の中 で他 の係の人 に 自分 は協 力 した と思 い ますか。

はい64%い いえ36%

⑧ 班 の中で 自分 の係 に他 の人が協力 して くれた と思 いますか。

はい67%い いえ33%

工 考 察

以上 の結果 か ら,多 くの生徒 は学校行事 における 『きまり 』の必要性 を感 じ,生 徒 自身

の考え を取 り入れ ることが必要 であ ると思 っている。 しか し,決 まった 『きま り 』の内容

に関 して は,半 数以上の生徒が 自分 たちの意見 が取 り入れ られてい ないと感 じている。

係活動 に関 しては,多 くの生徒 が係 活動の必 要性 や協 力性が 大切 である と答 えてい る。

こ うした ことか ら,生 徒 が 『きまり 』のあ り方を認 識 し,係 活動 に積極的 に参加 す るた

め に,生 徒 の実行委 員会 を組織 し,活 動の仕方 を工夫 をす る ことによ って,『 め ざす生徒

像 』に迫 ってみ ようと考え た。
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⑤ 生徒一人ひとりが主体的に判断 し、行動す る能力を高める指導の実践

A「 過去の実践例を生かす 」指導

(勃 主題 「校外行事の服装 」

(イ)本 校の取 り組みについて

本校では,教 育 目標の一っに「自ら考え,進 んで実行 しよう」を掲げている。 この 目標

を受けて,生 徒の活動では,自 主 自律の精神を培 うことをねらいとしている。校外行事で

の服装 といえば,生 徒 も興味深 く考える内容であるが,そ の決定についてはどうして も教

師主導型になりがちである。そこで本校では,生 徒 自身に考えさせることにより,適 切な

服装を選び,そ のきまりを自ら守っていこうとする態度を身に付けさせていこうというね

らいか ら,1年 次から発達段階に応 じて,校 外行事での服装を生徒 自身に検討させている。

(ヴ 指導のねらい

① その場に適した服装を考えることができる。

② 自分たちで決めたきまりを守 りなが ら実行できる。

③ 過去の経験をもとに.次 の行事へ生かすことができる。

(コ 指導の経過

・第1学 年春の遠足(飯 ごう炊さん,フ ィール ドアス レチ ック)

「服装は何がよいのか 」を実行委員会で検討 した。

実行委員会で検討→ 各学級での話 し合い→ 実行委員会で決定(体 育着に決定)

・第1学 年冬の遠足(プ ラネタリュウム見学,都 内め ぐり)

教師側が服装を標準服 に決定 し,生 徒にその理由を説明した。

〈理由〉午前中プラネタ リュウムを学年全体で見学するから(他 校 も一緒 になる)。

・第2学 年移動教室

初 日(登 山)と 最終日(美 術館等見学)は 体育着に,宿 舎内は自由服に決まった。

〈服装が決まるまで〉

実行委員会→ 各学級一一〉実行委員会一 一〉各学級→ 実行委員会(決 定)

(服 装の検討)(服 装の決定)(自 由服の条件の検討)

↑
自由服 にす るの な ら,一 定 の条件 が必 要であ ることを指導 した。
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〈生徒が決めた自由服の条件〉

①新 しいものは買わない ②派手でないもの ③汚れて も良いもの

〈移動教室実施後の問題 とその手だて〉

① 全体の37%の 生徒が新 しい自由服 を買った。学年集会で実行委員長が,こ のこ

とを全員の大きな問題 として投げかけた。

② 自由服の上着を7着 持 ってきた生徒がいた。違反ではないが,問 題になった。

・第2学 年冬の遠足(鎌 倉での班別行動)

移動教室 と同じ手順で自由服 に決定し,条 件をつけることが実行委員会で決められた。

条件は移動教室 と同じ。事前の学年集会で実行委員長が 「きまりを守ろう」と呼びかけ

た。遠足当日,特 に違反はなか った。

・第3学 年修学旅行

移動教室と同 じ手順で服装を検討 した。往復は団体行動なので,全 員一致で標準服に

決定 した。宿舎内はくつろげるという理由から,ま た,班 別行動中は活動の しやすさ,

体温の調整の しやすさか ら自由服に決定 した。

〈生徒が決めた自由服の条件〉

①,② は移動教室と同 じ ③必要以上 に持ってこない→移動教室の反省か ら決めた条件

〈学年集会での実行委員長の話〉

時間をかけてs自 分たちで服装やその条件を決めた。移動教室ではきまりを守ること

ができなか った人がいたので、今回はその反省を生かし,全 員が きまりを守 ってほしい。

〈その結果〉

新 しいものを買った生徒が1人,多 く持ってきた生徒 でも4着(防 寒着を含む)だ っ

た。後 日の学年集会で実行委員長から,「 移動教室の反省を生か し,ほ とんどの人がき

まりを守れて良かった 」と話があった。教師もその点を高 く評価 した。

㈱ まとめ と考察

新 しいものを買った生徒が1人 に減ったのは,生 徒 自身が移動教室での反省に最後まで

こだわった結果であろう。 またs自 由服の③の条件も,移 動教室の反省 を十分に生か した

「必要なきまり」であると考えられる。この生徒の変容は,教 師からの一方的な指導では

な く,実 行委員を中心 とした生徒同志の呼びかけが大きな要因 となっている。教師の根気

強 さも必要だが,失 敗を繰り返 しなが らもその反省を生か し,生 徒 自身に考える機会 を与

え ることによって,め ざす生徒像に近づ くことができるのだと考える。
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B「 実行委員会のサポー ト機関の活動 」についての実践例

(勃 実践にあたって

1学 年の遠足(班 行動による都内めぐり)の 実施に当たり,実 行委員から学級生徒全員

への働 きかけを有効にしてい くために,実 行委員の活動 をサポー トする機関として学級の

生活班による班長会 を組織 した。

まず班長会を開き,遠 足を成功させるために実行委員会と学級の生徒の間に立って何が

できるかを話し合わせ た。話 し合いの中で,実 行委員か らの連絡事項や呼びかけをもっと

班員一人ひとりに浸透 させること,ま た班員の意見や考えを実行委員に伝える方法を考え

てい くことが必要であるとい う結果を得た。そこで,班 長会が仲立 ちとなって実行委員と

学級生徒の距離 を縮め,生 徒全員で遠足に取 り組む ことにより,行 事の成功,さ らに班活

動の充実 をめざした。

(イ)班 長会の活動内容

① 班長会の開催

実行委員か ら遠足についての連絡があるときには,

一方的 な伝達に終わらせないために
,放 課後班長会

を開 き,学 級や班の事情 を十分に考慮した話し合い

を行い,各 班でもう一度確認 し合 うようにした。

② 班長会記録

実行委員か らの連絡事項を,も う一度班長会で話 し

合い,検 討 した上でそれぞれの班に伝わるように,

記録用紙を工夫 して作成 し,活 用 した。

③ 班長会による新聞発行

実行委員や班長会からの連絡事項や,各 班での話 し

合いの資料 として,ま た他の班の様子 を知るという

目的 もかねて班長会による新聞を発行 した。

④ 意見 ・質問 カー ド

学級全体での話し合いでは出なか った意見や質問が

班長会や班の話し合いで出た場合には,「 質問 ・意

見カー ド」を班長会でまとめ,実 行委員に伝えるよ

うにした。
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㈲ 生徒の変容

① 今 まで,実 行委員 の説明 や,資 料 に対 して無 関心 であ りが ちな生徒 が多か ったが,班

長会 発行の新聞や,班 長会記録活用 によ る班 の話 し合いによ り,連 絡事項(目 標 ・きま

り ・日程等)の 内容 について,よ り理解 を深め ることが で きた。 また,今 まではあ ま り

関心 を示 さなか った他の班の取 り組みや 自分以外の係の仕事 について も知 る機会 が増 え

たため,そ れ らについて も認識す るよ うにな った。

その結果,遠 足全 体 に対す る意識が高 ま り,活 動への取 り組み に 自分か ら進 んで関わ

ろ うとす る姿 勢 も見られ るようになり,他 と協力 しようとす る生徒 が増 えた。

② 班長 は,班 長会 での話 し合い により,お 互 い に情 報 を交換 し合 って他の班の活動状況

を知 り・ それぞれの班 の問題点 を相談 し合 った りす ることがで きた。 これ は,班 活動 を

円滑 に行 ってい くの に役 だ った とともに,班 長 同士 のいい意味での競争意識や連帯意識

が芽生 え,自 分の班 をまとめてい こうとす る り一ダー としての 自覚 を深め る こと もで き

た。

③ 今回,日 常の学校生活 での生活班 で遠足 に取 り組ん だが,初 めはなかなか班長 を中心

として全員で協力 して活動す る状況 ではなか った。 しか し,遠 足での班長 会の結 成 を機

に,班 長 の活躍 す る場 が増 え,そ の仕事ぶ りを見 て少 しずつ班員 の意識 が変 わ り,準 備

段階 での取 り組 みを通 して前向 きにな り,班 長 に協力 で きるよ うにな った。

④ 「意見 ・質問 カー ド」の活用 は少 なか ったが,今 まで実行委員 か らの一 方的 な連絡 が

ほ とん どであ った ことを考え ると,学 級生徒 か ら実行委員への働 きか けを もっと活 発に

してい くとい う点 で効果 があ った と考え られ る。

(副 考察 ・まとめ

今 までは多 くの生徒が,実 行委 員や班長 な ど一 部の生徒 にまかせ き りで,分 か らないこ

とが あれ ば誰か に聞 けばいい とい う傾 向が強 く,目 標 や きまり,さ らに自分達の班の行動

にっ いて もしっか り把握 が できて いない状態 であ った。他 人任 せ にす るのでは な く,一 人

ひ とりが行事 や班活動 の当事 者 であるとい う意識 を持 たせ,自 分か ら進 んで調べた り考え

なが ら 目標 の達成や きまりの遵守 をめ ざす態度 を育て てい くとい う面 で,班 長会 の活用は

有効であ る。

また班長会 の活動 によ り,班 の話 し合いの内容が あらか じめ吟味 ・検討 され ることで時

間の無駄 が減 るとともに,よ り充実 した話 し合いが可能 とな り,学 級 での班活動 を充実 さ

せて い く上で一 つの指標 とな った。
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cr行 事 当日の評価 を実行委 員に行 わせ る 」指導の実践例

ω 指導のね らい

班行動 を通 して学年集団 をの ぞま しい方向へ向 かわせ るため に,実 行委 員会の取 り組 みを

通 して各班長 に自覚 を持たせ,実 際 に行動 をお こさせ るよ うにさせ た。

(イ)指 導の過 程

① 事 前指導

iス ロー ガンによるね らいの具体化

「目的 を頭 に入れて,身 を もって行動 し,全 員が修学旅行 を楽 しむ 」とい うス ローガ ソの

下に修学旅行 当 日,学 年 が どの ように まとま り,ど う行動 したかr3年 生 の様子 を観察する

ように させ た。

u班 長 会や各 クラスでの呼 びかけ

実行委員か ら班長会 で班長,及 び各 クラスで生徒一 人 ひと りに考 えを伝 え させ る。

Ill班 長 会to分 前会議(実 行委 員 による会議)の 練 習

実行委員の立場 か ら考えて,で きるだけ具体的 な例 を示 し修学 旅行当 日の全体行動や班行

動が どうであ ったの か話 しが できるよ うに事前練習 を行 ・)た。 また,自 分が なぜ そ う考 える

のかその理 由 もいえ るよ うに した。

iV反 省会(班 長会)の 司会 とまとめを話 す委員 の指導

。 反 省会の流れの 計画 ……各 班の反 省を各 ク ラスごとに発表 させ る→特 に問題 にな るよ う

なこ とが らについて班長 た ちの意 見を求め る→実行委 員会の ま とめの意 見 を伝 え る。

。 シ ミュレー シ ョン練 習……司会 とまとめ を話 す委 員 とでsa班 長 中心 に班行動が非常 に う

ま くい ってい る班が多か った場合～'や,aき ま りを守 らない生徒 がた くさん いた場合)fK班

員 がは ぐれ班がば らば らにな って行動 していた場合"等,様 々な場 面 を想定 して司会 と ま

とめ を癸表 させ る練習 を行 った。

② 修学旅行 当 日

1第1日 目

。 班長会10分 前会 議……多 くの班は計画 に沿 って班 活動 を行 っていた。班の まとまりも大

部分 は良か った。各係 とも自分達 の役割 を きちん と果 していた。特 に コース係の活躍が素

晴 らしか った。一方,服 装,持 ち物,ガ ムやあめ な どの きまりを守れ ない生徒 もいた。

。 反 省会(班 長会)… …各班の反省 を クラス ごとに発表 したが,き ま りを守 れなか った者

がかな りいた ことが報告 され た。 この ことについて,「 班長 として ど う考え た らよいのか,
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どうした らよいのか,」 話 し合わせ た。 多 くの班長 が,「 とにか く班長 が注意 しよ う!」

とい う方向で まとまった。最後 に実行委員会の代表 が反 省 と班長た ちの意見 を集約 して,

以下の よ うなまとめ を発表 した。

「修 学旅行第1日 目の全体行 動や班 行動は おおむね成功 している。班のまとまりも深 まっ

てい る し,係 の仕事 も熱心に実行 している人 が多い。しか し,あ めや ガムな ど持ち物の きま

り違反が 目立 った。 明 日は1日 班行動 なので班長 が しっか りと班の 中心 にな って班 を まと

めてい ってほ しい。 あそび気 分でな く,け じめの ある行動が と礼 よい思 い出 とな るよ う

にがんば ってほ しい。 」

u第2日 目

o班 長会10分 前会 議……前 日と比べ班の まと まりが とて もよ くな った ことや班行動が滑 ら

か になった。班長 が 自主的 に行動 するよ うにな った。

。 反省会(班 長会)… …各 クラスの反 省では全体的 に,前 日に比べ班の まとま りや きま り

を守 るこ とが十分 にで きた ことや各係 の仕 事 も順 調 に進 んで いた ことなどが報告 された。

また,「 班員 が身勝手 な行動 を していたので注意 した 」とい うこと も報告 された。最 後 に

実行委 員の代表 が反省 と班長 た ちの報告 をまとめ終わ った。

㈲ アンケー トによ る意識調査 とまとめ

① ア ンケ ー ト結果

i修 学旅 行第1日 目の夜 の班長 会で,実 行委員会 の反省があ りま したが,こ の反省が第2

日 目の班行動(FW)の なかで,あ なたが班長 をや っていて何か に生か された と思 うこと

はあ りますか。

◇ 生か され たと思 う ・23人 ◆ 生 かされ ていない と思 う ・11人 ☆わか らない ・1人

Mi5月 に実施 した鎌倉遠 足 と比べ て班の まとまりや きまりの徹 底は よか ったと思 いますか。

◇ よか ったと思 う ・27人 ◆ よ くなか った と思 う.・6入 ☆わか らない ・2人

② まとめ

ア ンケ ー トで,班 行動の 目的が達成 された とい う班がた くさん あ ったとい う結果が得 られ

た。 その結果,こ の実践 によ って班長 た ちの 自覚 が促 され,自 信 を もって行動 してい くよ う

にな ったといえ る。一方,第1日 目では浮 ついた気 持 ちが先 に立 ち 目的 を達成す るために班

の まとま りや きま りを守 ることの大切 さに気付 か なか った生徒 たちが いたが,2日 目に班長

たちが懸命 に班 をまとめてい こうと行動 してい る姿 を見て,進 ん で協 力 してい く様子 がみ ら

れ た。実行委員全員 の感想 によ って も,指 導のね らいはほぼ達成 した と思 われ る。
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D校 外行事実施 後の発 表会 の開催の工夫

(7う 主題 「修 学旅 行 をもとに した文化祭での舞台発表 」

(イ}ね らい

① 文化祭で修学旅行 での実践 を発表 し,自 発的 ・自治的 な取 り組 みの成果 を再認識 させ

る。

②1・2年 生 に修学 旅行 の イメージを描 かせ るとと もに,3年 生 と して,後 輩 たちへ こ

れか らの学校生活 におけ る心構 えな どを伝達す る。

(ヴ 方法

① 文化祭 での1コ マ として,発 表会 をす る。

② 修学旅行実行 委員会を中心 に、25名 ほどの製作班 を編 成 し,代 表者 が発表 を行 う。

(.z1内 容

修学旅行 当 日の活動 の俵子 を8ミ リに収め,そ れを映写 しなが ら解説 をつ ける。 さ らに,

見学地 についての理解 を深め させ るため にOHPや スライ ドを用い る。 また映写 の途中 に

ナ レー ターを入れ,旅 行中の エビ。ソー ドを語 る。

レD実 施後の生徒の感想

・発表 を 見て、 こん なに楽 しい修学旅 行がで キて,自 分 たちは幸せ だと思 った。他校 の生

徒 にも 自慢 で きる。(3年 女子)

・1・2年 の ときの映像 が写 ったが,そ の ときの経 験 を生かす ことが で きたか ら,修 学旅

行が成功 したと思 った。(3年 男子)

・先生 方が私 た ちの ことを信頼 して下 さったか ら,班 別行動 をす ることが で きた り,い ろ

いろな きまりを決 め ることが できたの だと改めて感 じた。(3年 女子)

・実行委 員の頑張 りが修学旅行 を成功 に導 いた
Y分 かった。(3年 男子)

・発表 を 見て,集 団生活の きま りを守 るこ との 大切 さを感 じた。(2焦 女子)

・これ か らは,自 分勝手な ことを しないで,誰 とで も協 力 し合 うことが できなければ,修

学旅行 には行 けないと思 った。(1年 男子)

(カ}考 察

実 施後の感 想か ら,1・2年 生 に3年 生の 意図す ることを十分 に伝え られ たと考 える。

また,3焦 生 は 自分 たちの成長 を感 じ取 り,こ れか らの生 き方 にも目を向け させ るこ とが

で きる。3年 間 を見通 した行事 における実行委 員会へ の指導 ・援 助 によ りその成果 を発表

す るに至 ったと思われ る。
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4研 究の まとめと今後の課題

(1)研究の まとめ

本研究で はf学 校行事 を通 して生徒一 入ひ とりが主体的 に判断 し行動す る能力 を身 に付 け

るこ とを研究 のね らいと して進め て きた。

まず,学 校行事 に対 しての生徒 の意識 を知 るために,ア ンケ ー トを実 施 してみ た。 この調

査 におけ る内容 は,「 きまり 」や 「係活動 」に関す る,ご く基本 的 なもので あ ったが,そ の

結果 か らは生徒達 は本質的 には行事 内での きまりや,一 人ひ とりの役割は必要 であ ると感 じ

てい るよ うだ った。

しか し,お 互 いを高 めてい く態度 をみ ると,か な り弱い傾向が あ り,主 体的 に行動 し,集

団 としての活動 レベルを高 めてい く上では,指 導の工夫 が必要 である ことが認 め られた。

そ して,研 究を進 めてい く中で,次 の ような工夫 と実践 が これか らの学校行事(旅 行 ・集

団宿泊的行事)を 進 めてい く上で有効で あることが分か った。

①学校行事 においては,実 践例Aの ように過去の行 事 を十分 にふ り返 らせ ることによ り,事

前 に行事 つ)ねらいを認識す る上で大変効果 的 であった。 また,実 践例Dで は修学旅 行発表会

が実 施 され,生 徒 が行事 での 自主的 な取 り組みの成果 を再認識す る上 で効果 があ った。

②実 行委員会 の活動は,や や もす ると他の生徒の活動(班 長会等)と の連携 が十 分 にとられ

て いない傾向があ り,そ の点 を改善す るには実行委員会 のサ ポー ト機関を組織 し,行 事のね

らいが一般生徒 に浸透す るよ うに工夫 しなけれ ばな らない。実践例Bで は班 長会 との連携 に

重点 を絞 って実践 したが,一 般生徒の活動意欲 を高め るとい う点 で効果 が見 られた。

③実行委 員会の活動 は,事 前の もの に集 中 しがちであ るが,行 事 のね らい を十分 に達成す る

ためには,行 事当 日の活動 内容の検討 と実践 が必要で ある。 実践例Cの 修学 旅行 中の反省会

での取 り組 みは アンケー ト調査の結果 か ら,有 効 であ ることが分か った。

(2)今後の課題

①今 回の研究 では実行委 員会への指導 の工夫 が中心 であ ったが,生 徒 一人 ひと りへの指導 の

工夫 も必要 である。

②新 教育課程の 中での指導時間の確保 と,よ り能率的 で効 果的 な指導 を工夫 していかなけれ

ばな らない。

③生徒 が主体的 に判断 し行動 す る能 力 を身 に付け ることを 目標 と した行事 の精 選を検討 しs

よ り有意義 な学 校行 事 を実施 して いかなければ ならない。
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